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ものでもヲ友達の何気ない一

日を向ける契機となる。その

りする。このようなかかわ

して互いに高め
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り相手のものを押したりし
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いに沿った作品をつくる

ものをさらに工夫していいもの
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ができたのである。このようにヲ特に制作時では自分がよVh三』包つ

言や素朴な疑問によって立ち止まりラ自分でも気ザゴかなかったこと

末に作品に対する思いがより深まったりヲ考えが別の方向へと

り合い中でヲ学級全体やグループ9 個人の学びを通してラ自ら

るように授業を構想していきたいと考えた。

(2）本題材の内容と美樹科で考える闘いをもち追求する姿との関わり

本題材は，相手に思いをあらわすための包装紙をつくりヲその紙で贈り

た。包装紙にはヲ消しゴムのf択を用いて形や色を創意工夫した模様を押す。

を引き付ける魅力があり，見る人に何をあらわしているのか伝えるための

ば日本には，古くから手ぬぐいや風呂敷といった伝統的な美術作品ともいえる

これらは一つのパターンを繰り返し用いることによって構成されるc したがって③

することで繰り返し押す iことが可能になりヲそれによって生まれる構成美を味わうこ

そこには美しさや面白さがあり，デザインの基礎的な技能とも合致する。

本学校園図画工作。美術科として願う豊かな学びの一つにヲ「表現テーマに向かつて願し、をも

自己の造形表現を高める姿」がある。そこで，子どもが自分の表現に自信をもちヲ相手との

りの中で互いを認め合う姿を大切にしていきたい。さらに，確かな願いをもち発想や構想を見》つ

直し，新たなアイデアを獲得しながらヲよりよいデザインをつくりだそうとする姿も大切にしてい

きたい。かかわり合いの中で互いを高め合って制作したり，鑑賞したりすることができる子ど私た

ちだからこそ，このような活動を取り入れることによ切ってラ「もっとよくしたいム「ょくするよめ

にはヲどのようにしたらよいのかJという問いをもち追求するようになる。

そして9 本題材では作品を完成させたその先にヲ相手へ思いをあらわすという目標がある。生借

はその相手を具体的に設定しヲその相手に贈る物を包む包装紙を制作する O したがって，生徒一

家族や友人などの性格や好きなもの9 相手との思い出を想起するなどして思いを明確にしていく。

「作品は自分の分身」という考えに立って作品を鑑賞するときヲ鑑賞を通して自己の表出，あるし；

は認知をすることができる。自分や仲間の表現と向き合うことで，他者とのかかわり合いの中で感

性を働かせヲ以後の造形表現を広げることが期待できる。

(3）本題材の内容における問いをもち遣求する盗を育成するための具体的な手立て等

日本にはラ物を包装紙で丁寧に包んだり手紙を封筒に入れたりして，相手にしか中身rカJ主分ヱ7斗

いよ？にする心の文イkとも｝言える風習があるO 包装紙や封筒は相手に物を贈る際（／乙思いがより伝

るような手助けとなるものである。導入時では，生徒が持ち害つ

規則性や特徴をまとめ，その美しさを味わう。また9 「直己色の工夫」

いて匂効果や美しさを感じ取れるように模様の資料を多数提示する。

い相手を意識しq 「父への誕生日プレゼントである本をラッピングしたい」

ヘ手紙を書きたいIなど，「誰にヲどのよう

うな場面で？何で‘どうやってj あら

つくったはλとを押しながら説明し

叫こと

という陪Jl; ¥ 

もって互U

で，E

、、ー'' ω 。
f
r
口

ニエロので

白

としてqらき

でいいの

とする子どもわそ

一 中 学2年「くらしを彩る摸様を考えよう」の翼E長から一

畠うすの患いを轟表現を課長ち，q品

¥J 表現テーマ位向かって麟L

1 題材のねらい

くらしの中にある身近な美しい模様の効果を感じヲ相手や場面を意識することを大切にしなが

らラはんこを用いた構成をいかいその形や色ヲ配置について話し合いラデザインをつくりだすこ

とができる。

2 韓議の構想

( 1）子どものとらえについて

次の文章は，本学年の学習の中で自分の魅力であると感じている一部分を描写したものを鑑賞す

る学習内容（圏 1) に》ついて書いたふりかえりである。

自分の描いた顔を人に見せるのは恥ずかしかったけど，鑑賞のときに，友達にまつ毛まで細かく措いてあっ

てきれいだねと言われて嬉しかったです。グループの入の絵も，線に勢いがあったり指でこすった柔らかい肌

にしていたりしてヲ一人一人の雰囲気が出ていて面白かったです。 （生徒A)

僕は右目を措きました。眼鏡が無くても B君だとわかるって言われて嬉しかったです。だから，さらにまぶ

たの窪みとほくろも描き足しました。 （生徒BJ

この記述からも分かるように，生徒は顔が「似ているJか「似ていないJの判断基準ではなくラ

自分自身を見つめ，人との違いを認めたりラその中で表現のよさを讃えたりする姿が見て取れる。

生徒Aは司奥二重から生えるまつ毛の構造を知るために何度も瞬きをして観察した。そしてヲ細

い毛の一本一本にも光が当たっていることに気付きヲ先を尖らせた消しゴムで消して光を表現する

など，表現の技能も高めていた。また，鑑賞者で

る生徒は鉛筆による表現の多様性を見つけ出すこと

ができ，その人自身の特徴と結びつけている。そし

て，生徒がお互いに評価し合うことによって表現方

法や取り組みのよさを認め合うことができた。自分

の特長や魅力的な部分をいかに表現するかという

においてヲ喜びを感じながら「もっとこうし

とし、う意欲を高めている様子が昆受けられた。

ように、手先の巧敵性など技指面の向上

るのではなくヲ自分らしい表現の追求

きたいと

l
l
J
 

O
 

、Blv 

との

目指してい

けて進

と向き合ったり

／レ／」戸内容によって個人と授業

る意見交換や制作時の助言句

を焦点化して目元を描いてい

ら目そのものについて褒められたことにより

り時間をかけていなかった日そのものが自身

ることによって右自の周辺を一体とし

出したり呂7 イる

v♂勺

λr；い
に込J 」ー 」

していく

るということ

らしさ向一

の根底と告ljf乍の場合はヲ
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の中で司

のである。それまで

い返しm より細部ま

;1,-



目白｝叫4 仇 E 明白吋印刷端明掛端線網鵠欝喜義亀

4 f受業の翼醸

次のふりかえりはヲ題材のまとめに書いたものである。

生徒Cはヲ相手へ思いをあらわしたいという強い願いをもって制作に取り組んでき

にヲ自分の願いや相手への思いを何度も確認しヲはんこの形や色について友達と話し会って

ふりかえりの内容にもあるようにヲ生徒Cにとって他者から受ける助言は自身の刺激となり q

よい表現にするための必要不可欠なものであることが読み取れる。本題材ではヲグループ活動の鳴

を多く設定することによりラ生徒達は作品を見たり話し合つたりすることで表現をより深めてい

た。さらにヲその活動が充実したものとなるように，教師による子どもへの「なぜ？本当にそうな

の？」という間い直しゃ「どうしてそう思うの？」という考えを掘り下げていく働きかけをするよ

うに努めた。具体的な内容を次に挙げる。

( 1）思いをあらわすための模離を考えよう。（第 1次）

生徒はヲこれまで学習してきた色相環や色の効果9 阻色の工夫を確認したとで，

包装紙をもとに模様には様々な形や色，連続や規則的。不規則なものなどがありヲ

ことを理解した。そしてヲその知識を自

分の思いをあらわしたい相手にどのよう

な包装紙が相応しいのかを考える判断材

料とした。そして，ワークシート（圏 2)

を用いて，模様の元となるはんこがなぜ

その形や色ラ構成なのかという意図を明

確にし，思いをあらわす相手を意識した

表現をするようにした。さらに，削って

いる途中段階のはんこを（生徒が互い

に）見て周る場を設定することにより司

学級の進捗状況を把握するだけでなくヲ

相手の素敵なところを認め合ったり自分

の作品に取り入れたりすることができる

手立てとした。

凶作品をよく

ペJ
ノよ

各々が持ち寄った

構成されている

f~l/-_l 
[_-11-1 

国2：ワークシート
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寸
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今まで私はプレゼントの中身ばかりに気をとられてヲまわりのラッピングをじっくりと

んでした。でも今回の作品をつくって，中身だけでなく，相手がどうしたら喜んでく~＇l 与の
きました。包装紙は「つくった人が何を伝えるか」や「どういうイベントで何のJ情報を伝え

人の思いが込められたとても素敵なものだと思いました。私も友達のアドバイスの

ました。

てJ

らさか

が期待でき

はたらきかけを行う。また，間いに向き合い，どのようにしたいのか提案するは

自分の考えと向き合うことで問いが明確になり 9 作品制作に対する意欲を高める
c
 

p

つ。。
作品完成後に鑑賞会を行い という創意工夫した点や「特にここを見てほしいJ

努力したことなどをグループのメンバーに紹介しヲ互いの作品に対する感想などをメッセージとし

て贈り合う。友達の作品のよさを昧わい，互いを認めり讃え合えるような姿勢を育てていき

してヲ「もっとよくしたい｜や「学んだことをいかしてヲ次はあんなこともしてみたい」

たさらなる願いをもちヲ造形表現を熱心に取り組み追求しようとする子どもの姿が期待できる。

といっ

また今授業中に生徒は疑問をもっと「どの色がおすすめですか。｜などと教員に質問をすること

がある。そこで生徒に理由を聞くと「なんとなく。」や「ふつらに考えて。Jといった安易な言葉で

片付けてしまろことが少なくない。だからといっ、て生徒が求めるような返答を富接的にすると，

としてーの意図が加わってしまし＼生徒の豊かな発想＠構想、の妨げになることがありヲ自ら追求

する姿勢そのものやヲそこから得られる作品のよさが損なわれてしまう恐れがある。そこで9 個人

での思考を深めるためにラ教師側から「なぜそう思うの。」と問い返すことで匂根拠や理由を伴う

意見のよさを認め9 考えを整理することで意図が明確になっていく c そのためにラ生徒個人だけで

なく班や学級全体でかかわり合いフ意見を共有する場を多く設定する。子どもの願いに応じながら

学級全体に広げたりヲ個の追及に返したりする。特に9 作品の途中

は，発表者に対して感じたことを伝え合うことによって，

自分の作品にいかす取組につながることが期待できる。

（金9時間）

具体的な学習・内容

＠色相環や色の効果，配色の工夫を確認し9 資料をもとにさまざまな模様を知る。

。持ち寄った包装紙を見てグループで話し合いヲ模様には様々な形や色ヲ連続

や規則的なもの句不規則なものなどがあり，構成されていることを理解する。

。ワークシートを用いて，思いを明らかにするc

＠模様は単純な形であってもヲ色や配置で変化に富んだ制作ができることを確

認する。

日

ム思いをあらわす

ための模様を考

えよう。

＠消しゴムやデザインカッターの特徴と使い方を理解しヲはんこを削る0

・はんこの形が整うまで，スケッチブックに黒イング一色で試し押しを繰り返すゐ。

。あらわしたい思いやはんこの形を踏まえてヲスケッチブックに無彩色・有彩

色の18色スタンプインタを用いて構成する。

｜ 

えなカ2らスケッ

しぐ包装

しながら制作すJミlc, 

に対するどのような思いをあらわしたのか合中心

する。

・グノレープ（4～5人jでお互いの作品

セージとして贈り合う。

り返りラワークシートにまとめる。

つ。
どをふせんに書き句メッ
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。
＼凶γv 

撰開計画3 

時

。グループ（4～5人）であらわしたい思いやはんこの形

成について話レ与ったり，実際に押したりするつ

＠グループ鑑賞をもとにはんこの色や月三ないかし

チブック見閉ざの両面に押して作品を制作する。

包装しよう。 ・スケッチブッケ見聞きのどちらか

する。

作品についてヲ

主な学習

さまざまな

を味わおう。

I' 

3・4 

5 °ν 7 n 
ム

くらしを彩る

様をつくろう。

作品在ょくする

コ二三たをしよう。

8 ；ヨ

4 



「どのような場面でラ何で9 どうやって」あらわすのかをまと

ときの相手の顔を思い浮かべながら包装できるようにはたらさ

がら「寧に紙を折っていきラよりよい包装となるようにおiγいの

作品に対して助言をしながら成形しーていった。このときのグJ）／ープは，第u欠から共に活動

きた班員のため，お互いの患いをあらわす相手やその意図も把握していることからヲ折（｝

の見せ方など細部にわたって意見を交換したり認め合 wったりすることができた。「もっとよくと

いJラ！相手に喜んで、もらうためにはヲどのようにしたらよいのか」という担点から，は

加えたりヲ見えない位置にセロハンテープを貼ったりして工夫をする姿が見受けら

ことから，題材を通して目的意識を明確化すること？かかわり合いによる話し合い活動

によってヲ間いをもち追求できるよ行になると言えるのではないだろうか。

そしてその思いの
τ7ー力

し

これらの
·,~· J, 

りに

生在Eが向いをもちヲ追求する姿を表出するために，

けを意識的に行った。また，思いをあらわす相手を明確にすることでヲ子どもは各々

と9 槙様の形や色3 配置にまで細か〈こだわって熱1［.＼に制作した。さらに，グノループ活動で

いの作品への助言が活発になり，思いをあらわしたい相手に相応しくなるように勺そのイメー

を細かく分析したりつ受け取、ったときの反応や心情まで想像したりすることができ

鑑賞の際にもi慶昧な言葉ではなし発表者も鑑賞者も渡す相手や場面をイメージしな

ることができた。

題材の設定時には？「嚇A閥」や直線9 曲線といった単純な形態から生まれる形の構成ヲ重

りq 色による効果や変化を想定していた。しかしp 生徒の抱く吋まんこ＂のイメージが「氏名

印」やプリント返却時に教師が押す「ょくできました」の設透印といったヲ複雑な形でも繰り返

し押せるというものであった。そのためヲ生徒の考える模誌が「前P」などの記号や rHAPPY

「人の顔Jなどのイラストといった直接的で複雑な形となることが

相手への思いをより伝えたいという意識が働いたためではないかと

において，美術やデ、ザインにおける社会での役割や効果として，

ような工夫をしたら視覚的に伝わったり判断したりしやすいも

そういった学習の背景と9 導入時での作品の共有イ

中には大切な存在という意味合い

も自分を励ましてくれる犬J

そのためq

ら意見交換

レ

BIRTHDAY」といっ

多か、った（図 8）。

えるc 生徒はヲこれまで

タリングやポスター制作など

るのかということを学んできている。

の不十分さが原因だと考えられる。ま
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るものもい
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生徒C：これはラお父さんへ感謝の気持ち

：きれいだね。お父さん？

C ：うん，お父さん。もうすぐ誕生日だから C

F：どうして青色なのワなんか司寒そう。

E；あ一わかるわかる。さむ～って感じ。でも

日に渡す本をラッピングする包装紙です。るために，

じ。タールら

う気がしてきました。

のことによ

/I／ープや個人
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をすることができた。つまりヲ

グノL’ーブで制作意図や思いを共有しヲ

りしてこjしからの自分の作品づくり

の設定はこれまでの学習と関連付

るような構成の発想を広げたり深め

ンをつくりだすこと

1八

し

青好きだから。

でも，確かに冷たい感じするね。

るんだった？

らわしたいけれどう 7訟

生徒Cは

の好き

ら色の印象やその効果を聞きう

ている。そこで考交師（Tl）による問い直しによ

本来の目的である感謝の気持ちを表すという

しヲ色について考え直すことができて

その後，タトJ）／ープで話し合いながらヲ色

この配置について試行錯誤をした（図 4ヲ

を混ぜながらも青色を

ることができ

じ

-cし、る。

いる。

やは

6 ）。そ

アクセントとした押しフヲ

（函 7)。この授業のまとめの際に，

i珂けてグ／］〆〆一フO活勤で、の話L,合に1;、百｛、

ら土Jすためにはどう L1とらよいの

この

よりあら
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方

る

ものを美しく

っている。そのた
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